
（神奈川県）

近
代
都
市
と
し
て
の
成
長
を
促
進 

農
・
水
・
商
・
工
の
総
合
力

　

東
京
都
心
部
か
ら
は
約
60
㎞（
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
・

普
通
電
車
で
東
京
駅
か
ら
約
60
分
）、
県
都
・
横
浜

市
中
心
部
か
ら
は
約
33
㎞
（
同
・
横
浜
駅
か
ら
約
30

分
）
と
交
通
至
便
な
平
塚
市
。
そ
の
近
代
都
市
と
し

て
の
成
り
立
ち
に
は
、
周
知
の
通
り
、
近
世
に
お
け

る
東
海
道
五
十
三
次
の
７
番
目
の
宿
場
町「
平
塚
宿
」

が
一
つ
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

　

宿
場
を
形
成
し
て
い
た
当
時
の
旧
東
海
道
は
、

現
在
、
市
域
を
東
西
に
横
断
す
る
東
海
道
本
線
よ

り
約
２
０
０
ｍ
北
側
を
並
行
し
て
い
る
。
日
本
三

大
七
夕
祭
り
の
一
つ「
湘
南
ひ
ら
つ
か
七
夕
ま
つ
り
」

に
お
い
て
、
平
塚
駅
に
近
い「
紅
谷
パ
ー
ル
ロ
ー
ド
」

と
共
に
メ
イ
ン
会
場
と
な
る「
湘
南
ス
タ
ー
モ
ー
ル
」

は
、
こ
の
旧
東
海
道
沿
い
に
延
び
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
旧
東
海
道
か
ら
約
３
０
０
ｍ
北
上
す
る

と
、
市
役
所
本
庁
舎
の
手
前
を
、
現
東
海
道
（
国
道

１
号
）
が
、
旧
東
海
道
や
東
海
道
本
線
と
並
行
し
て

東
西
に
走
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
平
塚
宿
時
代
の
町
割
り
を
一
つ
の

基
盤
と
し
な
が
ら
も
、
近
代
以
降
の
平
塚
市
エ
リ

ア
を
構
成
し
て
き
た
要
素
は
、
非
常
に
多
岐
に
わ

た
る
。

　

市
制
施
行
以
前
の
旧
平
塚
町
時
代
か
ら
発
展
し

た
平
塚
宿
エ
リ
ア
お
よ
び
平
塚
駅
周
辺
エ
リ
ア

と
、
相
模
湾
に
面

し
、
漁
業
お
よ
び

河
川
を
活
用
し
た
物

流
の
集
散
地
と
し
て
近
世
・
近
代

に
大
い
に
に
ぎ
わ
っ
た
須
賀
港
と
そ
の
周

辺
地
区
。
さ
ら
に
、
相
模
川
・
金
目
川
流

域
の
平
野
と
そ
れ
を
取
り
囲
む
丘
陵
地
に

現
在
も
広
が
る
農
業
地
帯
、
軍
需
産
業
を
中
心
に

明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
に
市
域
各
所
で
構
築
さ

れ
、
今
も
技
術
が
生
か
さ
れ
て
い
る
工
業
地
帯
な

ど
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
き
た
。

　

そ
の
様
相
は
、
時
代
の
変
遷
で
産
業
的
規
模
の

大
き
さ
の
バ
ラ
ン
ス
を
変
え
な
が
ら
も
、
現
在
ま

市 政 ル ポ 平
ひ ら つ か

塚市

落
おちあい

合克
かつひろ

宏
平塚市長

持
続
可
能
な
未
来
に
向
け
加
速
す
る
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り

子
育
て
世
帯
の
転
入
超
過
が
続
く「
あ
っ
た
か
ひ
ら
つ
か
」

旧東海道沿いの江戸側入り口に設けられた平塚宿・江戸見附
跡。旧平塚宿・歴史散歩のスタート地点としても親しまれて
いる
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で
継
承
さ
れ
て
い
る
。
農
・
水
・
商
・
工
業
が
同

居
し
な
が
ら
地
域
経
済
を
形
成
し
、
多
様
な
顔
を

持
つ
現
代
都
市
を
現
出
さ
せ
て
い
る
。

　

平
塚
市
を
地
勢
的
に
見
れ
ば
、
神
奈
川
県
の
ほ
ぼ

中
央
部
に
あ
る「
相
模
平
野
」南
部
に
位

置
し
て
お
り
、
市
域
東
側
に
隣
接
す
る

茅
ヶ
崎
市
や
寒
川
町
な
ど
と
の
境
界
は

相
模
川
が
担
っ
て
い
る
。
ま
た
、
市
域

北
側
に
は
丹
沢
・
大
山
山
塊
が
、
西
側

に
は
富
士
山
お
よ
び
箱
根
連
山
が
遠
望

さ
れ
、
南
側
は
相
模
湾
に
面
し
て
い
る
。

　

東
京
や
横
浜
と
の
至
便
な
交
通
環
境

な
ど
と
併
せ
、
こ
の
よ
う
に
豊
か
な
自

然
環
境
と
都
市
的
環
境
が
ほ
ど
よ
く
調

和
し
て
い
る
こ
と
も
、
平
塚
市
の
魅
力

と
特
色
を
示
し
て
い
る
。
民
間
デ
ベ

ロ
ッ
パ
ー
や
シ
ン
ク
タ
ン
ク
な
ど
が
主

催
す
る「
住
み
た
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
」な
ど
で
、
平
塚

市
が
し
ば
し
ば
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
も
納
得

で
き
る
。

　

平
塚
市
が
旧
平
塚
町
か
ら
単
独
市
制
を
施
行
し
た

の
は
、
昭
和
７（
１
９
３
２
）年
４
月
１
日
と
か
な
り

早
い
。
こ
れ
は
神
奈
川
県
内
の
主
要
都
市
と
し
て
近

代
以
降
に
特
に
大
き
く
発
展
し
た
、
横
浜
市
・
横
須

賀
市
・
川
崎
市
に
次
ぐ
４
番
目
の
事
例
だ
。
神
奈
川

県
の
行
政
区
域
と
し
て
の「
湘
南
地
区
」お
よ
び
、
旧

相
模
国
の
シ
ン
ボ
ル
・
相
模
川
以
西
で
も
最
初
の
市

制
施
行
と
な
っ
た
。

　
「
平
塚
市
が
早
期
の
市
制
施
行
を
実
現
し
た
歴
史

的
背
景
と
し
て
は
、
一
つ
に
は
明
治
38（
１
９
０
５
）

年
に
日
本
火
薬
製
造
株
式
会
社
が
旧
平
塚
町
の

北
部
地
域
に
進
出
し
た
の
を
契
機
に
、
大
正
８

（
１
９
１
９
）年
に
は
海
軍
が
日
本
火
薬
製
造
を
買
収

し
て
海
軍
火
薬
廠
（
※
跡
地
は
現
在
、
横
浜
ゴ
ム
平

塚
製
造
所
）
を
設
置
。
さ
ら
に
横
須
賀
海
軍
工
廠
造

機
部
平
塚
分
工
場
（
※
跡
地
は
現
在
、
平
塚
競
輪
場

ほ
か
）や
日
本
国
際
航
空
工
業（
※
跡
地
は
現
在
、
日

産
車
体
本
社
工
場
）
な
ど
、
官
民
の
軍
需
工
場
や
研

究
所
な
ど
が
大
正
・
昭
和
初
期
か
ら
終
戦
間
際
に
至

る
ま
で
相
次
い
で
市
内
各
所
に
設
置
さ
れ
、
稼
働
し

て
い
っ
た
、
軍
需
工
業
都
市
と
し
て
の
急
速
な
発
展

の
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
塚
市
は
昭
和
20（
１
９
４
５
）年
７
月
に

米
軍
の
大
空
襲
（
平
塚
大
空
襲
）
で
、
市
街
地
の
約

70
％
が
焼
け
野
原
と
化
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ

も
軍
需
産
業
が
当
時
の
平
塚
市
に
集
積
し
て
い
た
た

め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

令和7年で40年目を迎えた平塚市と東海大学の「交流協定」。記念事
業の一環として「ひらつかタマ三郎漁港（須賀港）」で学生たちによ
る壁画制作を実施

「ひらつかタマ三郎漁港」と総称される「須賀港」と「新港」のうち、須賀
港は江戸幕府公認七湊の一つ。相模川を利した物流拠点でもあった

山中湖を水源とする相模川。平塚市と茅ヶ崎市の間に開いた河口部
で相模湾に注ぐ風景は雄大だ

明治40年建築「旧横浜ゴム平塚製造所記念館（国登録有形文化財）」。
日本火薬製造株式会社が建て、後に海軍火薬廠、横浜ゴム株式会社
が所有。現在は平塚市が所有

平塚市

横浜市
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夏
の
訪
れ
を
告
げ
る
『
湘
南
ひ
ら
つ
か
七
夕
ま
つ

り
』は
全
国
に
知
ら
れ
、
昨
年（
令
和
７
／
２
０
２
５

年
）
は
７
月
４
日
か
ら
６
日
に
開
催
し
た
３
日
間
で

約
１
１
５
万
人
も
の
観
光
客
を
集
め
ま
し
た
。
そ
し

て『
湘
南
ひ
ら
つ
か
七
夕
ま
つ
り
』は
、
宮
城
県
仙
台

市
の
『
仙
台
七
夕
ま
つ
り
』
を
参
考
に
、
昭
和
26

（
１
９
５
１
）年
７
月
に
始
ま
り
ま
し
た
が
、
誕
生
の

キ
ッ
カ
ケ
は
、
こ
の
平
塚
空
襲
か
ら
の
復
旧
・
復
興

を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
市
民
を
元
気
づ
け
よ
う

と
、
地
元
の
商
業
者
た
ち
が
中
心
に
な
っ
て
企
画

（
※
前
身
は
昭
和
25
／
１
９
５
０
年
開
催
の
復
興
ま

つ
り
）し
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
、
生
ま
れ
も
育
ち
も
平
塚
市
の
落

合
克
宏
平
塚
市
長
だ
。
落
合
市
長
は
昭
和
56

（
１
９
８
１
）
年
に
平
塚
市
に
入
職
後
、
平
成
14

（
２
０
０
２
）年
ま
で
職
員
と
し
て
勤
務
。
翌
平
成
15

（
２
０
０
３
）年
か
ら
２
期
８
年
間
の
市
議
時
代
を
経

て
、
平
成
23（
２
０
１
１
）年
に
市
長
就
任
。
現
在
４

期
16
年
目
を
迎
え
て
い
る
。

　
「
昭
和
７
年
に
市
制
施
行
し
た
平
塚
市
は
、
令
和

４（
２
０
２
２
）年
４
月
１
日
に
、
市
制
90
周
年
の
節

目
を
迎
え
ま
し
た
。
さ
ら
に《
昭
和
１
０
０
年
》と
も

な
っ
た
令
和
７
年
は
昭
和
20
年
の《
平
塚
大
空
襲
》か

ら
80
年
の
節
目
で
し
た
。

　

平
塚
市
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
節
目
に
記
念
事
業
を
実

施
し
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
節
目
は
同
時
に
、
持
続

可
能
な
平
塚
市
を
構
築
す
る
た
め
の
契
機
に
し
て
い

か
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
令
和
６（
２
０
２
４
）年
２
月
に
は
市
長
就

任
後
、
３
番
目
の
総
合
計
画
に
当
た
る
「
平
塚
市
総

合
計
画
～
ひ
ら
つ
か
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
～
」
を
策
定
す

る
と
と
も
に
、
同
年
３
月
に
は
『
平
塚
市
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
指
針
』
を
策
定
し
て
情
報
発
信
力
の

さ
ら
な
る
強
化
と
刷
新
を
図
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
令
和
７
年
３
月
に
は
、
市
内
唯
一
の
鉄
道

駅
・
Ｊ
Ｒ
平
塚
駅
を
中
心
に
、
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻

し
、
駅
周
辺
地
区
の
再
構
築
な
ど
を
図
る
た
め
『
平

塚
駅
周
辺
地
区
将
来
構
想
』を
策
定
。
行
政
・
市
民
・

事
業
者
が
一
体
と
な
っ
て
、
持
続
可
能
な
近
未
来
構

築
の
基
盤
を
つ
く
る
べ
く
、
多
角
的
な
取
り
組
み
を

開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
」（
落
合
市
長
）

　

市
制
施
行
時（
昭
和
７
年
）に
約
３
万
６
０
０
０
人

だ
っ
た
平
塚
市
の
人
口
は
、
本
年
４
月
１
日
現
在
、

25
万
７
３
９
９
人
と
７
倍
以
上
に
達
し
て
お
り
、
施

行
時
特
例
市
に
も
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
人
口

の
ピ
ー
ク
は
平
成
22
（
２
０
１
０
）
年
11
月
の

26
万
８
６
３
人
だ
が
、
そ
れ
以
降
も
ほ
ぼ
横
ば
い
で

推
移
し
て
い
る
の
が
目
を
引
く
。

駅
周
辺
を
み
ん
な
の
リ
ビ
ン
グ
に
！ 

Ｗ
Ｌ
Ｂ
に
優
れ
た
ま
ち
づ
く
り

　

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
あ
ら
が
い
が
た
い
潮
流

に
な
っ
て
い
る
日
本
の
状
況
下
、
平
塚
市
の
人
口

面
に
お
け
る
現
況
は
、
人
口
減
少
の
緩
や
か
さ
だ

け
で
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
要
素
と
言
え
る
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
な
い
。
近
年
の
平
塚
市
に
お
け
る
人
口

動
態
が
一
貫
し
て
転
入
超
過
の
傾
向
を
長
期
的
に

維
持
し
、
そ
れ
が
人
口
減
少
の
波
を
緩
和
し
て
い

る
事
実
は
注
目
に
値
す
る
。

　

統
計
の
出
て
い
る
範
囲
内
で
言
え
ば
、
平
成
27

（
２
０
１
５
）
年
度
以
降
、
令
和
７
年
度
ま
で
、
平

塚
市
は
11
年
連
続
で
転
入
超
過
が
続
い
て
い
る
の

だ
。
と
り
わ
け
、
令
和
６
年
１
月
に
総
務
省
が
発

表
し
た
「
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
く
人
口
移
動
報

告
」
に
よ
れ
ば
、
全
体
的
に
転
入
超
過
数
の
多
い

真夏の風物詩「湘南ひらつか花火大会」は
「湘南ひらつか七夕まつり」と共に昭和26
年開始（毎年8月第4金曜日に開催）

毎夏100万人以上の観光客を集める「湘南ひらつか七夕まつり」は平塚市の代名
詞的イベント（毎年7月第1金曜日～日曜日）
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平塚市　市 政 ル ポ

（神奈川県）

神
奈
川
県
内
で
も
、
平
塚
市
は
政

令
指
定
都
市
を
除
い
て
茅
ヶ
崎
市

に
次
ぐ
第
２
位
と
な
り
、
全
国

１
７
１
９
市
町
村
の
う
ち
で
も
第

10
位
に
当
た
る
２
４
９
９
人
増
を

記
録
し
て
い
る
。
特
に
目
立
つ
の

が
、
子
育
て
世
帯（
世
代
）の
転
入

の
多
さ
だ
。

　
「
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
っ

て
、
平
塚
市
で
も
人
口
の
自
然
減

は
相
変
わ
ら
ず
続
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
を
補
っ
て
く
れ
て

い
る
の
が
、
子
育
て
世
帯（
世
代
）

の
転
入
の
多
さ
な
の
で
す
。

　

そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
背
景
に
実
現
し
て
い
る
の
か
、
断
定
的
な
こ

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
交
通
至
便
な
湘
南

地
区
に
位
置
す
る
平
塚
市
の
地
理
的
要
件
な
ど
を

土
台
に
、
長
期
的
な
視
点
で
、
多
角
的
に
続
け
て

き
た
地
域
活
性
化
へ
の
事
業
や
情
報
発
信
事
業
な

ど
が
、
総
合
的
に
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
、

そ
れ
は
事
実
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
」（
落
合
市

長
）

　

も
ち
ろ
ん
、
日
本
社
会
全
体
の
人
口
減
少
の
ト

レ
ン
ド
は
避
け
が
た
い
。「
平
塚
市
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
推
計
で
も
、
２
０
４
０
年
に
は
約

23
万
３
０
０
０
人
、
２
０
７
０
年
の
段
階
で
約

17
万
７
０
０
０
人
ま
で
減
少
す
る
と
し
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
も
な
お
、
平
塚
市

が
近
年
、
子
育
て
世
帯
（
世
代
）
を
軸
と
す
る
転
入

超
過
傾
向
を
維
持
で
き
て
い
る
要
因
の
一
つ
に

は
、
落
合
市
長
の
言
葉
に
あ
る
よ
う
に
、
実
際
、

平
塚
市
が
長
年
に
わ
た
り
継
続
的
に
実
施
し
て
き

た
、
多
様
か
つ
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
が

あ
る
の
は
確
か
だ
ろ
う
。
次
世
代
の
育
成
に
不
可

欠
な「
子
育
て
支
援
」「
教
育
支
援
」の
充
実
な
ど
か

ら
、
住
宅
ロ
ー
ン
大
手
が
主
催
す
る
「
本
当
に
住

み
や
す
い
街
大
賞
・
シ
ニ
ア
編
」
な
ど
で
も
し
ば

し
ば
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
、
高
齢
者
や
障
害

の
あ
る
人
に
も
優
し
い
福
祉
施
策
・
事
業
の
推
進

に
至
る
ま
で
の
地
道
な
取
り
組
み
を
基
盤
に
、
平

塚
市
の
「
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
」
は
現
在
、
次
の

フ
ェ
ー
ズ
に
移
り
つ
つ
あ
る
と
の
印
象
が
強
い
。

　

例
え
ば
落
合
市
長
就
任
か
ら
５
年
後
、
転
入
超

過
が
始
ま
っ
た
直
後
の
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
に

策
定
さ
れ
、
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
に
改
訂
さ
れ

た
「
平
塚
市
総
合
計
画

～
ひ
ら
つ
か
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

～
」や「
平
塚
市
総
合
戦

略
」
の
共
通
テ
ー
マ
は

「
さ
ら
に
、
選
ば
れ
る

ま
ち
・
住
み
続
け
る
ま

ち
」
と
い
う
も
の
だ
っ

た
。
ま
た
、
令
和
６
年

に
前
出
「
平
塚
市
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

指
針
」
を
改
定
し
た
際

に
は
、
持
続
可
能
な
近

未
来
を
構
築
す
る
た
め

の
ま
ち
づ
く
り
ス
ロ
ー

ガ
ン
を「
あ
っ
た
か
ひ
ら
つ
か
」に
定
め
た
。

　
「『
あ
っ
た
か
ひ
ら
つ
か
』
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
、

な
か
な
か
い
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
（
笑
）。
語
呂
合

わ
せ
み
た
い
で
す
け
ど
、『
平
塚
市
総
合
計
画
～

ひ
ら
つ
か
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
～
』
で
進
め
た
『
さ
ら
に
、
選

ば
れ
る
ま
ち
・
住
み
続
け
る
ま
ち
』の
追
求
と
、
平

塚
市
の
住
み
よ
さ
、
元
か
ら
の
土
地
柄
の
持
つ
温

か
み
を
土
台
に
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
推
進
す
る
と
い
う

私
た
ち
の
決
意
も
込
め
て
、『
住
ん
で
み
た
い
、
さ

ら
に
住
み
続
け
た
い
』
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
ま

ち
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。『
あ
っ
た
か
ひ

ら
つ
か
』
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
平
塚
市
の
魅

力
を
表
現
し
、
発
信
し
て
い
く
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
、

人
や
気
候
が『
あ
っ
た
か
』と
、『
そ
れ（
そ
ん
な
魅

力
や
こ
ん
な
魅
力
）
も
あ
っ
た
か
』
の
二
つ
の
意
味

平塚市を代表する文化芸術拠点施設「ひらしん平塚文化芸術ホール」。文化芸
術を通した市民の交流拠点としても機能

「平塚駅周辺地区将来構想」のコンセプト「平塚駅周辺地区をみんなのリビ
ングに!」を実現すべく湘南スターモールで実施された社会実験の模様
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を
込
め
て
、『
あ
っ
た
か
ひ
ら
つ
か
』

を
掲
げ
ま
し
た
。
多
く
の
人
が
ま

ち
の
魅
力
を
体
感
し
、
共
感
し
、

共
に
発
信
し
、『
住
み
た
い
』『
住
み

続
け
た
い
』
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

ま
ち
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
世
帯（
世
代
）の
転
入
超
過

現
象
が
い
つ
ま
で
続
く
か
は
予
断
を

許
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
う
し
た

状
況
を
受
け
て
か
、
駅
周
辺
は
近

年
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
が
か
な
り

の
勢
い
で
続
い
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
『
ら
ら
ぽ
ー
と
湘
南
平

塚
』
な
ど
の
大
型
商
業
施
設
の
進
出
が
こ
こ
10
年

間
で
相
次
い
で
い
る
の
は
、
民
間
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

や
大
型
商
業
施
設
の
方
々
の
綿
密
な
市
場
調
査
の

結
果
か
ら
見
て
も
、
現
在
の
平
塚
市
に
は
『
進
出

す
る
の
に
魅
力
的
な
要
素
』
が
多
く
あ
る
と
判
断

さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
結
果
で
あ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
幸
い
な
こ
と
に
、『
市
民
意
識
調
査
』
を

実
施
す
る
ご
と
に
、
近
年
は
常
に
80
％
強
の
市
民

か
ら
『
平
塚
市
に
住
み
続
け
た
い
』
と
い
う
前
向
き

な
回
答
を
頂
い
て
い
ま
す
。
回
答
者
の
中
に
は
、

近
年
転
入
さ
れ
て
き
た
子
育
て
世
帯
（
世
代
）
の
方

た
ち
も
含
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
、
そ
う
い
っ
た
意

味
か
ら
も
、
非
常
に
心
強
い
思
い
を
抱
い
て
い
ま

す
」（
落
合
市
長
）

人
口
３
３
０
０
人
の《
北
の
核
》 

ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
完
成
後
の
近
未
来

　

子
育
て
世
帯
（
世
代
）
を
軸
と
す
る
転
入
人
口
の

安
定
的
な
プ
ラ
ス
傾
向
と
と
も
に
目
を
引
く
の
は
、

平
塚
市
の
昼
夜
間
人
口
比
率
の
安
定
的
な
推
移
だ
。

常
住
人
口
１
０
０
人
当
た
り
の
昼
間
人
口
の
割
合

を
示
す
昼
夜
間
人
口
比
率
に
お
い
て
、
平
塚
市
は

現
在
、
１
０
０
を
少
し
下
回
っ
た
水
準
で
推
移
。

県
内
で
は
厚
木
市
に
次
ぐ
高
さ
で
、
平
塚
市
内
の

雇
用
の
場
の
豊
富
さ
な
ど
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
昼
夜
間
人
口
比
率
が
１
０
０
前
後
を
維

持
し
て
い
る
状
況
は
「
職
住
近
接
」
の
比
率
の
高
さ

と
も
通
底
す
る
。
こ
れ
は
働
き
方
改
革
の
肝
で
あ

る
Ｗ
Ｌ
Ｂ
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
の
実

現
に
も
不
可
欠
な
要
素
だ
。

　

子
育
て
世
帯
（
世
代
）
が
中
心
の
転
入
超
過
現
象

の
持
続
と
、
マ
ン
シ
ョ
ン
・
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
や
大

型
商
業
施
設
側
な
ど
か
ら
の
高
い
評
価
は
、
こ
う

し
た
「
暮
ら
し
て
よ
し
、
働
い
て
よ
し
、
休
日
を
過

ご
し
て
よ
し
―
―
の
「
Ｗ
Ｌ
Ｂ
に
優
れ
た
ま
ち
」
と

し
て
の
「
平
塚
市
の
潜
在
的
魅
力
」
を
抜
き
に
は
語

れ
な
い
。

　

そ
し
て
「
平
塚
駅
周
辺
地
区
を
み
ん
な
の
リ
ビ
ン

グ
に
！
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、
令

和
７
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
「
平
塚
駅
周
辺
地
区
将

来
構
想
」
に
基
づ
い
て
、
同
年
夏
か
ら
平
塚
駅
周
辺

を
舞
台
に
開
始
さ
れ
て
い
る
多
彩
な
「
に
ぎ
わ
い
創

出
」
の
取
り
組
み
こ
そ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
対
応
し
、
Ｗ
Ｌ
Ｂ
を
重
視
し
た
平
塚
ラ

イ
フ
の
可
能
性
を
探
り
、
発
信
す
る
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
と
言
え
る
。

　
「
総
合
計
画
と
同
様
、『
平
塚
駅
周
辺
地
区
将
来

構
想
』
を
積
極
的
な
市
民
参
加
に
よ
る
取
り
組
み

と
す
る
た
め
に
は
、
学
校
、
自
治
会
、
商
店
街
、

平
塚
商
工
会
議
所
、
平
塚
青
年
会
議
所
、
地
元
に

立
地
す
る
企
業
や
金
融
機
関
の
代
表
、
各
種
ま
ち

づ
く
り
団
体
な
ど
、
平
塚
の
ま
ち
に
関
わ
る
あ
ら

ゆ
る
団
体
同
士
が
、
近
未
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く

り
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、
着
実
な
成
果
を
確
認
し

合
い
な
が
ら
綿
密
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
観
点
か
ら
、
ま
ず
は
そ
れ
ら
の
企

業
・
団
体
な
ど
が
総
参
加
す
る
《
ま
ち
づ
く
り
サ

ミ
ッ
ト
（
現
・
ま
ち
づ
く
り
セ
ッ
シ
ョ
ン
）》
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
新
た
な
に
ぎ
わ
い
の
創
生
に
不
可
欠
な

商
店
街
の
再
活
性
化
を
促
す
た
め
、
七
夕
ま
つ
り

の
メ
イ
ン
会
場
の
一
つ
で
あ
る
湘
南
ス
タ
ー
モ
ー

海水浴、ビーチバレー、バスケット、ビーチサッカーなどあらゆる
ビーチスポーツが楽しめる「湘南ベルマーレひらつかビーチパーク」

コンスタントに波が立つ平塚市の海岸には多彩なマリンスポーツの
愛好者が年間を通じて集まる

海の公園「ひらつかシーテラス」はピクニック、スポーツ、グルメ、
ショッピングが楽しめて大人気の複合公園施設
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ル
で
、
買
い
物
だ
け
で
な
く
み
ん
な
が
く
つ
ろ
げ

る
場
、
交
流
の
場
、
市
民
活
動
の
場
に
も
で
き
る

よ
う
大
型
ベ
ン
チ
を
設
置
し
、
子
ど
も
た
ち
が
集

ま
れ
る
広
場
と
と
も
に
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
仮
設

店
舗
の
設
置
な
ど
も
行
い
、
人
の
流
れ
や
に
ぎ
わ

い
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
る
か
な
ど
、
多
様
な

テ
ー
マ
に
基
づ
く
社
会
実
験
を
実
施
し
ま
し
た
」

（
落
合
市
長
）

　

こ
う
し
た
実
験
は
、
現
在
も
平
塚
駅
周
辺
各
所

で
随
時
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
模
様
に
つ
い
て

は
「
み
ん
な
の
リ
ビ
ン
グ
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
」
と
題
す
る
情

報
紙
が
作
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
平
塚
市
公
式
サ

イ
ト
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

平
塚
市
に
は
さ
ら
に
、「
住
み
た
い
」「
住
み
続
け

た
い
」
と
思
わ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
近
未
来
に
向

け
て
推
進
さ
れ
て
い
く
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
強
力
に
下
支
え
す
る
事
業
の
存
在
も
あ
る
。
市

域
北
部
の
大
神
地
区
で
展
開
さ
れ
て
い
る
《
ツ
イ
ン

シ
テ
ィ
大
神
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
》だ
。

　
「
戦
前
か
ら
工
業
立
地
の
進
ん
で
い
た
平
塚
市
に

は
、
昭
和
30
年
代
後
半
か
ら
工
業
団
地
が
続
々
と

形
成
さ
れ
、
精
密
機
械
、
化
学
工
業
、
金
属
・
ゴ

ム
製
品
、
紙
パ
ル
プ
、
繊
維
製
品
な
ど
各
種
の
製

造
業
が
立
地
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
の
一
つ
、
大
神
工
業
団
地
に
隣
接
し
、

相
模
川
の
対
岸
に
寒
川
町
倉
見
地
区
を
臨
む
大
神

地
区
の
約
68
・
８
ha
の
敷
地
に
、
平
成
27
年
か
ら

進
め
て
い
た
《
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
大
神
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
》の
完
了
は
、
令
和
９（
２
０
２
７
）年
度

に
予
定
さ
れ
て
お
り
、
完
成
後
は
約
３
３
０
０
人

規
模
の
ま
ち
が
現
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
※
ツ

イ
ン
シ
テ
ィ
大
神
地
区
の
ま
ち
び
ら
き
は
令
和
５

／
２
０
２
３
年
１
月
28
日
に
実
施
済
み
）。
現
時
点

（
※
取
材
は
本
年
３
月
25
日
）
で
も
、
進
出
を
予
定

し
て
い
た
物
流
施
設
や
大
型
商
業
施
設
と
と
も
に
、

建
設
を
予
定
し
て
い
た
小
学
校
な
ど
も
完
成
済
み

で
、
今
後
は
住
宅
が
さ
ら
に
増
え
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
大
神
地
区
と
相
模
川
対
岸

の
寒
川
町
倉
見
地
区
の
両
地
区
を
新
た
な
橋
（
仮

称
・
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
橋
）
で
結
び
、
川
の
東
西
両
地

区
が
一
体
と
な
っ
た
『
環
境
共
生
都
市
』
を
形
成
し

ま
す
」（
落
合
市
長
）

　
《
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
大
神
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
》
は
《
神
奈
川
県
東
海
道
新
幹
線
新
駅
設
置
促

進
期
成
同
盟
会
》
が

中
心
と
な
り
、
東
海

道
新
幹
線
の
新
駅
の

誘
致
と
連
動
す
る
形

で
企
図
さ
れ
た
。
寒

川
町
に
予
定
さ
れ
る

新
駅
の
誘
致
は
ま
だ

実
現
し
て
い
な
い
。

だ
が
、
既
に
圏
央
道

や
新
東
名
高
速
道
路

の
整
備
も
進
み
、
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
と

共
に
産
業
と
雇
用
の

創
出
、
広
域
的
な
交

流
連
携
促
進
な
ど
に

は
支
障
の
な
い
態
勢

が
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
、
現
代
の
平
塚
市
を
構

成
す
る
多
彩
な
顔
（
に
ぎ
わ
い
再
創
生
が
進
む
市
域

中
央
部
、
伝
統
あ
る
工
業
地
帯
、
湘
南
海
岸
が
広

が
る
風
光
明
媚
な
南
部
地
区
、
米
の
生
産
量
が
県

内
最
大
の
農
業
地
帯
な
ど
）
に
、
平
塚
市
が
新
た
な

「
北
の
核
」
と
期
待
し
、
神
奈
川
県
が
「
県
の
南
の

ゲ
ー
ト
」
と
も
位
置
付
け
る
《
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
大
神

地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
》
の
完
成
形
が
、
近
々
加

わ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。

　

そ
の
時
―
―
、
平
塚
市
の
近
未
来
図
は
ど
の
よ

う
な
化
学
反
応
を
起
こ
す
の
だ
ろ
う
か
。「
そ
の
日
」

の
到
来
が
興
味
深
く
待
た
れ
る
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
日
＝
令
和
８
年
３
月
25
日
）

令和5年1月28日に実施されたツインシティ大神地区のまちびらき

航空写真で捉えた「ツインシティ大神地区土地区画整理事業」の現況（右側の河川は
相模川）
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